
平成１９年度第３回ＨＰ作成委員会議事録 

 

１．日 時 平成 19年 10 月 27 日（土）13:30～15:20 

２．場 所 ビッグ・Ｕ（円会議室） 

３．出席者（敬称略、順不同） 

野口（花つぼみ） 

  千品・中西（つれもてネット南紀熊野） 

中崎（和歌山県道路政策課） 

中村・平田・森脇（国土交通省） 

糀谷・山本（市民の力わかやま） 

４．報告・検討結果 

（１）日本風景街道熊野の全体の進捗状況等----中村専門員 

１）日本風景街道熊野のモデルルートの申請完了、11月 14 日に近畿でのモデル

ルート審議会が開かれ、審議される。 

２）日本風景街道熊野の協力団体に「那智勝浦観光協会」「同温泉組合」が参加、

計 74団体になった。 

３）活動状況、活動予定など 

  ・田舎オープンカフェ： 

10/21、熊野川オープンカフェは、好天に恵まれ盛況だった。 

11/3 に予定されている、近露まるかじり体験（生花の家元も参加する）に

是非参加下さい。 

http://wakayama.shiminjuku.jp/eventboard/naiyoudsp.aspx?EID=8184 

・阪和高速道みなべ～田辺間開通関連イベントが多数開催されるので参加を

よろしく。 

・11/4、ビッグＵで行われる「南紀子どもほんまもん体験」で、日本風景街

道熊野のＰＲを行う。 

・11/18、ガーデニングコンテスト 

・11 月の集中月間のイベントは、開催チラシをＨＰにアップ＆わかやまイ

ベントボードにも全件登録済。これらの情報を参考に相互参加して、盛り

上げをお願いする。 

４）紀伊民報とのリンクについて 

   ・日本風景街道熊野ＨＰ上での活動団体の紹介は、紀伊民報の個別団体紹

介に直接リンクさせる。また、市民活動センターへの登録情報なども活用

して、団体紹介を充実させる。 

   ・紀伊民報ＨＰトップ上でのリンクは、自ＨＰの熊野風景街道特集へのも

のとなっているので、位置を変更してもらう。 



  そして、その跡へは本ＨＰのバナーを貼り付けて貰うようにお願いする。 

（２）ＨＰ作成委員会の進捗状況-------------糀谷 

   1 回/2 日以上のペースで更新を継続中。 

  １）グーグルマップを活用した地図とのリンクは、御坊～みなべエリア・口熊            

野エリアをアップ、順次拡大していく。 

  ２）個店を紹介する別サイトを現在制作中。 

    美味しいもの・店の紹介だけでなく、歴史や由来などある店・食物も紹介

する。 

    現在、隊員及びお店の紹介を募集中です。市民の力まで連絡をお願いしま

す。skoujitani@shimin.or.jp、tyamamoto@shimin.or.jp 

  ３）動画：あっとテレ和歌番組の動画 20 本中、15 本がＯＫとなった。⇒順次   

アップできる状態になっている。 

   ４）特集 

       ・灯台：田辺海上保安部の協力をえて、情報入手。11/1 の灯台の日までに

掲載することで努力中。 

   ・市：本ＨＰの「祭・イベント」のページに掲載している市でほぼ網羅。 

    道の駅などの地元産品販売所の一覧表を付加してまとめる。 

   ・やまびこ：ヤッホーおじさん「貴瀬さん」の協力をえる予定。 

   ・マンホール：国土交通省と協力して進める。 

 ５）その他、トップページのリニューアル等残件を進めていく。 

 ６）本ＨＰも情報がドンドン増えて拡散していく。何か特徴を持たせらど   

うか。 

  ⇒全国、とくに日本風景街道仲間への情報発信、紀南仲間へのＭＬを併用

した情報共有については、良くその役割を果たせていると考えている。 

  ＨＰそのものの新規性や成熟度、他のＨＰとの棲み分け・リンクなどにつ

いては今後ゆっくり考えていきたい。 

（３）その他 

   １）いつどこナビとの連携 

    新宮－熊野川－本宮－中辺路のコンテンツ収集は完了しており現在、情報

をデジタル化中。完了すれば、提供できる。 

 ２）グーグルアース 

  つれもてネット南紀熊野の中西さんからデモをして頂いた。 

  衛星情報が充実している地域は、家が１軒毎に見える。いろんな視角から

三次元でみることができるなど、迫力満点。ＮＰＯなどが公共のために利

用する時は無料とのこと。動画が動く環境で使うことが出来る。 

  活用について、来年度の研究課題にしたい。 



３）紀北地域のシーニックバイウェイ参加について 

  必ずしも国土交通省和歌山河川国道事務所が中心になって協議会を設立し

て活動を開始しなければならないものではなく、対象となる道路の道路管

理者が入った協議会を立ち上げれば、シーニックバイウェイ活動を行うこ

とが可能とのことである。また、狭い地域でも可能である。 

 

 

第４回ＨＰ作成委員会は、１２月中旬くらいに開催を計画します。以上のように、

現状の活動進捗状況、今後の進め方などを検討して、第３回ＨＰ作成委員会は終了し

ました。今後も皆様からの様々な情報をお待ちしています。よろしくお願いします。 


